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主としてラット牌について観察した。 牌への赤血球の取込みを充進させるために，加熱 (45 0
C , 1 時間)並び、に保存 (40 C ， 7 日間)赤血球を用に応じて 51Cr あるいは 59Fe で様識しと
れを静注した。さらに正常ラット・家兎牌，および 2 ， 3 の人疾患例牌について観察した。電顕




51Cr 標識加熱赤血球を静注すると血中 51Cr 活性は速やかに低下し 4 時間後には投与量
の約11%となる。これに対し，牌内 51Cr 活性は急速に上昇し 4 時間後には約35%に達し，
1 日後においてもほぼ同様である(肝への分布はこれに比べて低い)。 この時期の電顕並び
に光顕標本では対照牌に比べて赤血球を貧食した細網細胞を多数に認める一方，鉄染色陽性
頼粒は時間と共に増加するが 1 日後にはほぼ対照にもどる。 この鉄染色陽性頼粒の所見は
59Fe 標識加熱赤血球注射後の牌全 59Fe 並びにフェリチン分劃 59Fe の消長とよく一致する。
-124-













E 型:赤血球は I 型のごとく著明に分岐せず，比較的大きいままでその内部に鉄ミセノレ，フ
ェリチン， ミエリン像， リピド頼粒を認め，やや大型のヘモジデリンとなる。
皿型:赤血球が溶血し ghost となる型である。
















崩壊過程を検べ，ついでこの知見を基にして正常ラット・家兎牌，および 2 ， 3 の人疾患例牌
について検討した。
(1) 処置赤血球の崩壊過程は 3 つの型に大別できる。 i 型は赤血球が分離細分し， II 型は比較
的大きいままでいずれもヘモジデリンとなり次いでその限界膜が破れてフリェチンが細胞質
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内にビマン性に分布するに至る。盟型は溶血後 ghost となる型である。
(2) 正常ラット牌，正常家兎牌，人疾患例牌においては，いわゆる赤血球全貧食像は比較的少
いが赤血球の崩壊産物はしばしば認められる。
(3) 貧食後の赤血球の崩壊像並びに崩壊過程を知ることにより，貧食による赤血球崩壊は正常
牌においても従来考えられていた以上の頻度で行なわれていることを示す成績を得た。
論文の審査結果の要旨
著者は牌の赤血球処理における貧食の意義を明らかにするために，まず，牌細網細胞による処
置赤血球の食食像を微細構造の面より検討し，赤血球の崩壊過程をはじめて系統的に大別した。
ついで，この知見を基に，正常牌においても貧食による赤血球処理は従来考えられていた以上の
頻度で行なわれていることを示す成績を得た。即ち，本論文の成績は赤血球の処理崩壊機序の解
明の有力な根拠となり，この分野の研究の進展に寄与する所大なるものがあると認める。
内，，“
